
道路貨物運送事業者のみなさま

道路貨物運送業で死亡災害急増！
広島県内では、道路貨物運送業における死亡者数が、令和４年に５名、令和

５年には７名と増加しました。また、道路貨物運送業は全産業と比べ、死傷者
数が約３倍も多く、この傾向が続けば３年連続で死亡災害が増加するという更
に最悪の事態が想定されます。労働災害による犠牲者をこれ以上出さないとい
う強い意志のもと、災害防止に取組む必要があります。

道路貨物運送業における労働災害の傾向

死亡災害が急増
令和４年から死亡者数が増加しています。
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発生率が他業種の約３倍
働く人1,000人あたりの死傷者数は7.94人で、
全作業平均2.36人と比較しても高い数値です。

交通事故以外の死亡災害が多い ６月末時点で既に死亡災害４件

運輸交通業における死亡災害内訳
（令和５年１月１日～令和６年６月30日・広島県）

災害防止のためには、道路貨物運送事業者、荷主、
配送先、元請事業者等の皆様の取組が不可欠です！
➡交通事故以外の災害パターン別の主な原因と対策は裏面で確認

広島労働局・福山労働基準監督署
 

 

死亡災害における業種内訳
（令和６年１月１日～令和６年６月30日・広島県）

令和６年６月末時点で、
死亡災害７件のうち４件が運輸交通業です。
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道路貨物運送業における
労働災害発生状況の推移
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運輸交通業における死亡災害は、
交通事故より交通事故以外の災害が多いです。
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